
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
で
は
、
車
通
勤
は
駐
車

場
の
関
係
で
２
・
５
㎞
以

上
の
場
合
に
許
可
が
で
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
車
通
勤
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
、
変
則
勤
務

で
午
後
10
時
以
降
の
出
勤
・

帰
宅
の
時
に
は
、
安
全
性

を
考
え
て
公
共
交
通
機
関

を
使
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
は
通
勤
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
２
㎞

未
満
の
公
共
交
通
機
関
で

の
通
勤
手
当
を
認
め
る
よ

う
に
要
求
し
ま
し
た
。

病
院
で
の
駐
車
場
不
足

に
よ
り
、
車
通
勤
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
変
則
勤
務
職
場
で
は
、

公
共
交
通
機
関
が
な
い
時

間
帯
に
出
勤
・
帰
宅
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
や
む
を
得
ず
近
隣

の
駐
車
場
を
借
り
ざ
る
を

得
な
い
実
態
が
あ
る
た
め
、

駐
車
料
金
を
支
給
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

子
育
て
に
関
し
て
は
育

児
短
時
間
制
度
等
充
実
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
介

護
に
関
し
て
は
十
分
と
は

言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。看

護
師
と
い
う
職
種
上
、

介
護
に
関
わ
る
事
が
多
く

な
り
ま
す
。
現
在
の
介
護

休
暇
制
度
で
は
、
使
い
勝

手
が
悪
く
ほ
と
ん
ど
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

「
介
護
短
時
間
勤
務
」

「
介
護
休
暇
の
分
割
取
得
」

が
で
き
る
よ
う
に
要
求
し

ま
し
た
。

ま
た
、
短
期
介
護
休
暇
・

介
護
休
暇
の
要
介
護
者
の

範
囲
に
つ
い
て
、
別
居
の

場
合
も
対
象
と
す
る
よ
う

に
要
求
し
ま
し
た
。

週
休
日
勤
務
の
振
替
は
、

勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
時
間

に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
時
間
外
勤
務
縮
減
の

観
点
か
ら
、
週
休
日
に
勤

務
し
た
時
間
分
だ
け
別
日

に
割
り
振
り
で
き
る
よ
う

に
要
求
し
ま
し
た
。
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９
月
28
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
で
病
院
事
業
庁
交

渉
を
行
い
、
賃
金
・
権
利
・
福
利
厚
生
に
関
し
て
組

合
員
の
要
望
を
ま
と
め
た
「２
０
１
６
総
合
要
求
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
（
要
求
内
容
は
２
面
に
掲
載
）

女子は
組合員なら
誰でもOK！

男子は30歳未満
（H28.4.1現在）

（申込み）職場に配布の申込用紙をFAX又は電話

でもOK。 Fax0120-930-340 ℡052-212-8031

場 所 日 時 参加費

サーウィストンホテル

「マンジャーレ」(2F)

（八事）

10月20日(木)

14:00～15:30
1,000円

ヒルトン名古屋

「ザギャラリー」(1F)

（伏見）

10月29日(土)

15:00～17:00
1,500円

募
集
中
！

ま
だ
間
に

合
い
ま
す
！
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８
月
21
日
（
日
）
南
知
多
グ
リ
ー

ン
バ
レ
イ
で
、
組
合
員
と
家
族
33

人
が
参
加
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
で
、
予
定

し
て
い
ま
し
た
地
引
網
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
お
な
か
一
杯
食

べ
て
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

子どもも大人
も満足！

病
院
レ
ク
の
参
加
し
て

伊
藤

さ
く
ら
（
12
歳
）

（
伊
藤

環

が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
）

私
は
、
地
引
網
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す

が
、
台
風
の
関
係
で
な
く
な
っ
と
の
が
残
念
で
し

た
。
で
も
、
魚
太
郎
で
色
々
試
食
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
ほ
か
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
も
お
肉
、
魚

介
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
、

冒
険
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
遊
ん
だ
の
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
冒
険
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
頭
を
２
回
、

足
を
１
回
、
木
の
角
に
当
た
っ
て
と
て
も
痛
か
っ

た
で
す
。
汗
を
か
き
な
が
ら
遊
ん
だ
の
で
と
て
も

暑
く
、
疲
れ
た
の
で
、
お
店
を
開
い
て
い
た
か
き

氷
屋
さ
ん
に
行
き
、
レ
モ
ン
味
の
か
き
氷
を
買
い

ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

南
知
多
グ
リ
ー
ン
バ
レ
イ
の
後
に
、
え
び
せ
ん

べ
い
の
里
と
い
う
所
に
行
き
、
え
び
せ
ん
べ
い
の

色
々
な
味
を
試
食
し
ま
し
た
。
私
の
一
番
の
お
す

す
め
は
、
わ
さ
び
味
の
え
び
せ
ん
べ
い
で
し
た
。

加
藤

翔
子
（
10
歳
）

（
加
藤

久
美

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

私
は
、
今
回
の
バ
ス
り
ょ
こ
う
は
あ
ま
り
お
も

し
ろ
く
な
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
地
引
あ
み
体

験
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ほ
ん
ら
い
の
も

く
て
き
は
地
引
あ
み
体
験
な
の
に
、
「
で
き
な
い
」

と
聞
い
た
時
は
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
・
・
・
。

で
も
１
つ
だ
け
よ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
魚
た
ろ
う
に
い
っ
て
、
な
ま
で
さ
ば
く

（
魚
を
）
と
こ
ろ
を
み
れ
た
か
ら
で
す
。
（
す
こ

し
ぐ
ろ
か
っ
た
け
ど
）
さ
ば
く
と
こ
ろ
は
テ
レ
ビ

で
し
か
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
な
ま
で
み

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
ど
も
地
引
あ
み

体
験
の
き
か
く
が
あ
っ
た
ら
行
き
た
い
で
す
。

「
第
62
回
日
本
母
親
大
会
in
金
沢
」
に
参
加
し
て

岡
田

さ
ゆ
り
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

問
題
別
集
会
「
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
ー
日
本
国
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か

そ
う
」
に
は
、
暑
い
中
、
日
本
全
国
か
ら
１
７
０
０
人
も

の
女
性
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
日
本
は
、
原
発
、
沖
縄
の
問
題
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

の
横
行
な
ど
、
将
来
不
安
の
要
素
が
本
当
に
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
相
模
原
の
事
件
な
ど
痛
ま
し
い
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
も
と
を
た
ど
れ
ば
、

日
本
が
社
会
保
障
、
生
活
保
護
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い

な
い
「
基
本
的
人
権
の
保
障
」
と
い
う
憲
法
を
守
ら
な
い

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
日

本
の
憲
法
を
ま
ず
読
ん
で
み
る
こ
と
、
他
力
本
願
で
は
な

く
自
分
で
よ
く
考
え
て
意
見
す
る
こ
と
、
選
挙
は
じ
っ
く

り
よ
く
考
え
て
人
選
し
必
ず
投
票
に
行
く
こ
と
、
微
力
な

が
ら
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
母
親
大
会
に
み
な
さ
ん
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤

沙
紀
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

今
回
初
め
て
母
親
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
貧
困
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
意
見
を
聞
く
中
で
、
今

ま
で
ど
れ
だ
け
自
分
が
憲
法
や
政
治
に
つ
い
て
関
心
が
な

か
っ
た
か
を
痛
感
し
た
。
特
に
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
く

中
で
、
生
活
保
護
や
、
介
護
保
険
に
関
し
て
は
関
わ
る
こ

と
が
多
い
と
思
う
の
で
、
身
近
で
そ
の
環
境
を
見
聞
き
し
、

そ
の
現
状
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
現
実
に
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
解
決
す
る
の
か
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

柏
山

美
樹
（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

今
回
初
め
て
母
親
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
大
勢
の
方
々
が
熱
心
に
参
加
し
て
い
て
驚
き

ま
し
た
。
「
く
ら
し
・
社
会
保
障
」
に
つ
い
て
聴
講
し
ま

し
た
が
、
社
会
保
障
制
度
の
実
態
と
か
貧
困
家
庭
の
子
供

へ
の
影
響
な
ど
、
社
会
の
実
態
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
な

か
な
か
難
し
そ
う
な
テ
ー
マ
で
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

時
々
笑
わ
せ
て
く
れ
た
り
、
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
で
す
。
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Ⅰ 賃金・諸手当関係

１ ２㎞未満の通勤手当（公共交通機関利用）につ

いて、支給対象とすること。

２ 交通用具と公共交通機関の併用通勤者について、

パークアンドライド方式による駐車・駐輪料金の

支給を図ること。

また、やむを得ず交通用具を利用する者が勤務

公署の近隣に駐車場を借りる場合や、施設管理者

等に対して駐車料金が発生する場合も支給対象と

すること。

３ 一定距離以上の交通用具による、長距離通勤者

も加算措置の対象とすること。また、冬季などの

道路の積雪、凍結を踏まえ、交通用具使用者に係

る通勤手当の諸経費（スタッドレスタイヤ等）に

ついて、補助等を検討すること。

４ 通勤手当の認定について、経済性のみでなく、

利便性にも配慮した経路となるよう、内部確認の

検討、見直しを行い、組合と協議すること。また、

本人申請と異なる認定がされた場合、本人への説

明を徹底すること。

５ 時間外勤務の改善

① １年を通じて時間外勤務が多い職場について

は、時間外勤務が増大している原因を調査・検

証するとともに、人員増を含め、対応を早急に

行うこと。

また、職場からの予算増額の要求には速やか

に措置すること。

② 時間外勤務手当について、１か月あたり45時

間を超え60時間以内の時間外勤務に対する割増

率の引き上げを行うこと。

Ⅱ 権利関係

１ 仕事と家庭生活の両立支援関係において、次の

とおり改善を図ること。

【全体】

① 育児や介護をしながら職員として活躍できる

職場の環境整備に向け、具体的な施 策を示し、

着実に実施すること。

【育児関係】

② 育児時間の対象となる子の年齢要件を、１歳

６か月から３歳までに拡大すること。

③ 育児に係る休業等（部分休業、育児短時間勤

務）において、対象となる子の年齢要件を小学

校３年生まで拡大すること。

④ 育児等に関わる職員の時差勤務の時間を､45分

から１時間に拡大すること。

また、対象となる子の年齢を小学校６年生ま

で拡大すること。

⑤ 育児を行う職員のニーズを踏まえ、全ての病

院に院内保育所の設置等を検討すること。

【介護関係】

⑥ 介護を行う職員のための短時間勤務制度を導

入すること。

⑦ 介護休暇について、分割して取得できるよう、

柔軟で使いやすい制度とすること。

⑧ 「短期介護休暇」及び「介護休暇」の要介護

者の範囲について、２親等・３親等の親族につ

いて、別居の場合も対象にするなど、要件緩和

を図ること。

また、家族看護休暇の取得条件についても、

同様に要件緩和を図ること。

２ 時間外勤務縮減の観点から、週休日（土・日）

に勤務した場合、勤務した時間分の割り振り変更

ができるようにすること。

３ 産休・育休や被災地派遣等に伴う代替職員につ

いて、過員配置を推進するなどを確実に確保する

こと。

特に資格を要する職種について、業務に支障が

生じないよう、引き続き、後補充ができる確実な

体制を整え、代替職員を配置すること。

４ ハラスメント対策について、パワハラの苦情相

談事例が増加していることを踏まえ、要綱等を策

定し、防止対策等を図るとともに、引き続き、相

談体制の強化を図ること。

Ⅲ 福利厚生・安全衛生関係

１ 愛知県職員福利厚生基本計画に基づき、使用者

の責務として、福利厚生事業の充実を図ること。

２ 一般定期健康診断に係る二次検診の取扱いにつ

いて、全て出張扱いとすること。また、35歳以下

の職員に対して、血液検査の項目を追加すること。

３ 共済組合の希望者検（健）診等について、事業

内容の一層の充実を図ること。

また、希望者人間ドックについて、出張の取扱

いとし、インフルエンザ予防接種事業について、

職免の取扱いとすること。

４ 互助会事業について、会員のニーズを確認して、

事業の拡大・新設等を検討すること。

５ メンタルヘルス対策について、平成28年度から

実施されるストレスチェック事業を踏まえ、相談・

診断体制の充実・強化を図るとともに、メンタル

不調となる要因を分析し、総合的な改善策を検討

するなど、休職者を減少させるための施策を実施

すること。

Ⅳ その他

１ 職務専念義務の免除または特別休暇の内容に、

人命救助等の道義的行為をした場合を加えること。

２ 国が実施しているフレックスタイム制の導入に

ついて、地方公共団体では組織的な職務遂行を基

本としていることなどを踏まえ、慎重に検討する

こと。

３ 禁固以上の刑に処せられた場合の失職のうち、

交通事故や公務にかかわる事項については任命権

者の判断で失職させないよう、分限条例に特例条

項を設けること。

４ 愛知県情報公開条例に基づく、情報公開の開示

請求に係り、職員の事務負担等が軽減されるよう、

適切な体制を構築すること。

公 示

愛病組選管公示第２０１６－４－２号

２０１６年９月３０日執行の愛知県病院事業庁職員組合青年部２０１７年度役員選挙は、

同年９月１４日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超え

なかったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条

第３項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１６年９月１５日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 兵藤 恵美子

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

青 年 部 長 高 橋 由 実 （新） がんセンター愛知病院分会 

青年部副部長 岩 佐 恭 平 （新） 精神医療センター分会 

青年部事務局長 福 井 真 衣 （新） がんセンター中央病院分会 

青年部常任委員 榊 原 美 紀 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

〃 樋 口 将 希 （新） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１６－４－１号

２０１６年９月３０日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１７年度役員選挙は、同年

９月１４日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１６年９月１５日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 兵藤 恵美子

（公印省略）

役 職 名 氏  名  所      属 

執行委員長 權 田 行 儀 （再） がんセンター中央病院分会 

副執行委員長 上 田 一 郎 （再） 精神医療センター分会 

書 記 長 高比良美香子 （新） がんセンター愛知病院分会 

執 行 委 員 小 出 博 孝 （再） 精神医療センター分会 

〃 永坂めぐみ （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

〃 石 端 裕 一 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

〃 市 川 香 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 野 田 尚 宏 （新） がんセンター中央病院分会 

〃 小 川 大 地 （新） 病院事業庁本庁分会 

監  査  委 員 安 藤  堅 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 都 築 芳 郎 （新） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１６－４－３号

２０１６年９月３０日執行の愛知県病院事業庁職員組合女性部２０１７年度役員選挙は、

同年９月１４日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超え

なかったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条

第３項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１６年９月１５日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 兵藤 恵美子

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

女 性 部 長 野邊美也子 （新） 精神医療センター分会 

女性部副部長 木 野 淑 子 （新） がんセンター中央病院分会 

女性部事務局長 加 藤 菜 月 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

女性部常任委員 村 井 美 紀 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 河 上 千 恵 （再） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１６－４－４号

２０１６年９月３０日執行の愛知県病院事業庁職員組合現業評議会２０１７

年度役員選挙は、同年９月１４日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職に

ついて候補者が定数を超えなかったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙

および投票管理に関する規則第２２条第３項の規定に基づき、次の者を無投票

当選とする。

２０１６年９月１５日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 兵藤 恵美子

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

現業評議会議長 吉 本 典 正 （再） がんセンター中央病院分会 

現業評議会副議長 伊 藤 達 也 （新） がんセンター愛知病院分会 

現業評議会常任委員 谷 口 真 光 （新） がんセンター中央病院分会 
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